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分担研究報告書   

 

肝炎コーディネーターへの効果的な啓発を目的とした 

アンケート調査 

研究分担者 四柳 宏 東京大学医科学研究所 先端医療研究センター 感染症分野教授 

 

研究要旨 

【背景】厚生労働省研究班で作成した感染対策ガイドライン（一般生活者向け・保育施

設勤務者向け・老人保健施設勤務者向け）を肝炎コーディネーターに役立つものにするこ

とが本研究班にとって大切である。【方法】肝炎コーディネーターが対応に苦慮する可能性

のある感染対策について質問紙を用いたアンケート調査を行った。【結果】研究班員の所属

する 14 都道府県の肝炎コーディネーターに対するアンケートを実施した。現在集計作業を

行なっており、2018 年春までには結果がまとまる予定である。 

【結語】全国の肝炎コーディネーターの感染対策に関する調査を行なった。これをもとに

今後ガイドラインの改定、現場で使いやすい縮刷版の作成などを予定している。 

 

Ａ．研究目的 

  本分担研究者（四柳）が 2012 年度から

2014 年度まで主任研究者を務めた“集団生

活の場における肝炎ウイルス感染予防ガイ

ドラインの作成のための研究班”では一般

生活者・保育関係者・老人施設関係者に対

するガイドラインを作成した。このガイド

ラインは厚生労働省・肝炎情報センターの

ウエブサイトに掲載され、活用されている

ことが期待されるが、肝炎コーディネータ

ーが使用することを念頭に作成したもので

はない。従ってコーディネーターのニーズ

を満たすガイドラインに改定することが望

ましい。そのため今年度はコーディネータ

ーに対するアンケート調査を行うこととし

た。 

 

Ｂ．研究方法 

 ガイドラインに書かれた内容をもとにアンケ

ート調査案を作成し、班員（江口有一郎研究

代表者・岩根紳治事務局員・八橋弘班員・米

澤敦子班員）の協力のもと調査票を作成した。

調査票は研究班の班会議で開示し、協力を要

請した後、班員の所属する拠点病院に送付し、

現場のコーディネーターへの配布を依頼した。 

 

Ｃ．研究結果 

  作成したアンケート案を（図）に示す。

コーディネーターの職業は多種多様であり、

職種による肝炎の感染経路に対する認知状

況を知るために職種を記入して頂く設計にし

た。 

  感染経路に関しては実際に患者さんに尋

ねられたことがあるか、尋ねられたら困る

か（正確な知識を持ち、説明できるか）の

２つに関して質問した。質問項目に関して

は、感染経路そのものに対する知識に加え、

対応によっては偏見・差別の原因になる事

項を盛り込んだ。 

  アンケートは 14 都道府県の拠点病院か

らの配布をお願いした。2018 年 3 月現在デー

タの取りまとめを行なっている。 
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（図１） 

ウイルス肝炎の“感染”に関するアンケート 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．考察 

 本研究分担者の研究班では医療従事者に

対する感染経路認識度の調査を行なってい

る（図２）。Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎が輸血で感

染していることを認知していても接触や性

交渉で感染することに関する認知度は低く、

福祉施設勤務者では一般生活者と同様であ

る。コーディネーターの中には職域の保健

師や事務職員も含まれることからこうした

人に対する啓発は重要である。 

 

（図２）医療従事者の感染経路に関する知識 

 

 

他方、医療従事者に関しては“中途半端な知

識は偏見・差別の原因となり得る”ことも指摘

されており（図３）、リスクのある行為とそうでな

い行為をわかりやすく示す（図４）も必要であ

る。 

 

（図３） 

一般生活者と医療従事者の認識の違い 

 
 

 

 

 

 

 

（図４） 
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リスクのある行為とない行為 

 

 

 次年度はアンケート調査の結果に基づきコ

ーデフィーネーター用のガイドライン縮刷版の

ようなものを作成する予定である。 

 

Ｅ．結論 

 全国の肝炎拠点病院を通じて肝炎コーデ

ィネーターに対する感染経路調査を行なっ

た。 
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